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第一次文代会の準備と文学者の組織化について                                      



























4 月 6 日、第２回会議が開催された（ 5）。この会議で常務委員会の下
第一次文代会の準備と文学者の組織化について 
 





























 胡風の編集長就任はなかったが、『文芸報』は 5 月 4 日に創刊される。
編集者は「中華全国文学芸術工作者代表大会準備委員会文芸報編集員
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そして、茅盾は 1946 年 8 月、ソ連対外文化協会（VOKS）のソ連訪問














































 5 月 19 日、華北大学文芸学院文学創作組は新しい組織について意見
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を発表した (15)。華北大学は 1948 年に華北聯合大学と北方大学が合併し
たもので学生総数は 1 万 3 千人であった。政治、教育、文芸等の分野
での幹部養成を目的とした大学であろう。そのうち文芸学院の学生数は
約 1 千人である (16)。 
 『文芸報』誌上の意見は次の 8 名の連名である。臧克家（ 1905-
























 5 月 22 日、『文芸報』は第１回座談会を開催した。参加者は国統区の
第一次文代会の準備と文学者の組織化について 
 






























 5 月 30 日、『文芸報』は第２回座談会を開催した。今回も司会は茅盾
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 既に述べたように茅盾は 1947 年 12 月から 1948 年 4 月までソ連を
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訪問した。香港から上海を経て 1947 年 12 月 25 日にモスクワに到着し
ている。茅盾は博物館、映画撮影所、大学、革命遺跡などを見学するほ
か、ソ連の作家と会って質問したり意見交換をしている。 
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答えている。 
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（1903-1987。1928 年入党。また 1941 年から香港で活動し 1944 年中
国民主同盟に加わる）、鍾敬文（1903-2002。1947 年から香港で教鞭を
執る）、楊晦（1899-1983。1949 年 4 月に香港から北平着）。主任は沙

















∘ 連絡部: 蕭三（華北団）、馮乃超（南方一団）、葉浅予（平津二団） 
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（１）《中华全国文学艺术工作者代表大会的决议》《人民日报》1949 年 7 月
20 日。 




教大学、2012 年 3 月、を参照。  
（４）中华全国文学艺术工作者代表大会宣传处编《中华全国文学艺术工作者





与新中国文学体制的建构》人民文学出版社、2008 年 10 月、P.232)は 4
月初とする。晓风辑注《胡风日记 (上 )》《新文学史料》1998 年第 4 期
［11 月］に 4 月 6 日〈文协筹委会开会〉と記す。『胡風日記』に従う。  
（６）《文代会筹委会消息》《文艺报》创刊号［1949 年 5 月 4 日］。  
（７）《文艺工作者代表会筹备会常委开会》《人民日报》1949 年 4 月 16 日。 
（８）注 5 の斯炎伟《中华全国文学艺术工作者代表大会纪事》に拠る。 










（１３）茅盾《苏联见闻录》上海开明书店、1948 年 4 月、参照。  
（１４）夏衍《懒寻旧梦录》《夏衍全集第 15 卷》浙江出版社、2005 年 12




3 期［1949 年 5 月 19 日］。  
（１６）金凤《华北大学介绍之一》《人民日报》1949 年 7 月 11 日。 





［1949 年 6 月 2 日］。 
（１８）羽山《意见两三点》《文艺报》第 2 期［1949 年 5 月 12 日］。 
（１９）《新文协的任务、组织、细领及其他》《文艺报》第 5 期。 
（２０）叶浅予《关于新文协的意见》《文艺报》第 4 期［1949 年 5 月 26
日］。  
（２１）顾仲彝《对新文协的几个建议》《文艺报》第 6 期［1949 年 6 月 9
日］。 
（２２）《关于新文协的诸问题》《文艺报》第 6 期。 
（２３）劉念渠についてはよく判らない。劇本《白娘子》 (上海《春秋》
1949 年 3 月 10 日)を執筆したという。文代会の平津二団代表で文代会で
成立した中華戯劇工作者協会の候補全国委員に選出されている。 
（２４）刘念渠《关于未来的文协》《文艺报》第 6 期。 
（２５）茅盾《杂谈苏联》上海、致用书店、1949 年 4 月。特にこのうち下記
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を参照。 
    三四、苏联文学的民主性 
     三五、苏联作家的生活及青年作家 
     三八、莫斯科的话剧院 
     三九、电影事业 
     四二、“全苏作曲家协会” 
（２６）茅盾《谈“文艺自由”在苏联》(1948 年 9 月) 《茅盾全集》第 33
卷、人民文学出版社、2001 年。  
（２７）《人民日报》1949 年 4 月 28 日～30 日連載。 
（２８）丁玲《法捷耶夫同志告诉了我些什么》《人民日报》1949 年 4 月 28
日。また『胡風日記』1949 年 1 月 20 日の条を参照。 
（２９）郭沫若は中ソ文化協会（1935 年 10 月～1949 年 4 月）下の『中蘇文
化』雑誌委員会の責任者であった。  
（３０）毛泽东《关于建立报告制度》《毛泽东选集》第 4 卷、人民出版社、
1991 年 6 月第 2 版。日本語訳は「報告制度の確立について」『毛沢東選
集』第 4 巻、外文出版社、1968 年。 
（３１）《中央关于建立报告制度的补充指示》(1948 年 3 月 25 日)では、下級
に出した指示は必ず中央に報告することを義務づけた。続いて《中共中
央关于宣传工作中请示与报告制度的规定》(1948 年 6 月 5 日)では主とし
て宣伝部の活動について分局は中央に報告することを指示した。そして
《中共中央关于各中央局、分局、军区、军委分会及前委会向中央请示报
告制度的决议》(1948 年 9 月)では中央の権限の強化を明文化し、文教宣
伝面の規定を詳しく定めている。これは 1949 年 12 月 5 日の指示（注
32 参照）につながる内容である。以上、中央档案馆编《中共中央文件
选集》第 17 册、中共中央党校出版社、1992 年 10 月、所収。 
（３２）《中共中央关于中央人民政府成立后党的文化教育工作问题的指示》
(1949 年 12 月 5 日)中共中央文献研究室编《建国以来重要文献选编》第
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（３３）毛泽东《抗日根据地的政权问题》(1940 年 3 月 6 日)《毛泽东选集》
第 2 卷、人民出版社、1991 年 6 月第 2 版。日本語訳は「抗日根拠地の政
権問題」『毛沢東選集』第 2 巻、外文出版社、1968 年。  
（３４）赵秀山、赵军威《与党外民主人士合作不允许一点马虎》《百年潮》
2012 年第 6 期。 
（３５）《中央关于对待民主人士的指示》(1949 年 1 月 22 日)《中共中央文件
选集》第 18 册、中共中央党校出版社、1992 年 10 月。  
（３６）《文艺动态》《文艺报》第 3 期。  





版社、1991 年 6 月第 2 版。 
